
声道内の音波を
解析するための手法の開発

今後の
展開や
メッセージ 単純な音響菅での定在波の現象の数値計

算を進めている。今後は、動的な声道の挙
動における声道内部の状況が視覚化して
表現できる方法を開発していきたいと考え
ている。また、このモデルは物理の波動の
シミュレーションとしての応用もあり、数理
の教材ツールとしての利用も可能である。

音声の生成過程における声道内での動的な挙動について、声道内部の音圧や
粒子速度などが音声の生成時にどのような分布変動をするのかについて動的
な解析を行う。この計算手法としてセルオートマトンを利用して数値計算を進め
その考察を行い、動的に音声生成過程における音声と声道内音圧分布の対応
について明確にする。

３次元の声道を音響菅の接続したモデルとして疑似的にセルオートマトン接続
として1次元化を行う。声道の各部位での音圧をセル内部の変数として計算す
る。セル内部では音響菅の断面積を動的な変数として扱うことも可能としたセ
ルのモデルとする。セルの入力は声帯側に音源を設定して入力して数値計算を
行う。
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図１　 音響菅とセルとの
対応

図１では、声道を音響
菅の接続と疑似的に表
現して、その各音響菅
を１つのセルとして対
応させる。

図２　計算のモデル

図２では、計算モデルとしてセルオートマトンにより
音声の生成過程の音を数値計算する。
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